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論文目次
 第1章研究の目的と方法
 第2章先駆的稲侍の定筍!地域的展開
 (19UO年前後葉で)
 第3章稲作の発展と稲作地域の形成過程
 (1900年以降)
 第4章稲作立地と自然条件
 (水平限界の移動と気候高距限界,中核地域にむける造田と地形・土壌
 との関係,限界地域の場合)
 第5章稲作地域の分析①
 (伸長から減退への移行にみられる地域差,市町村別水稲作付面積推移の
 諸類型)
 第6章稲作地域の分析⑳
 (反当収量・反当収益・販売農家率・作付規模等の地域差・稲作立地限界
 について)
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論文内容要旨
 北海道は稲作地域の北限にあたり,これは本邦に於ける基本的土地利用型の唯一の水平限界であ
 る。明治維新以前には道南の一部に限られていた稲作は,特に明治中期以降石狩国において周知の
 ごとき大規模な展開をおこない,大正中期以降さらに急速左伸長をみせて,全道的に発展したが,
 1930年頃からは,その作付前線は部分的に後退を示している。
 水田面積も定着以来一貴した増大により1932午には20万町に近づいて極大に達し,その後・一時減
 退をみたが,中核地域を中心とする最近の発展は,反収にむいても本州の水準に比肩し.作付面積
 は開道以来の最高に達した。この間の大規模な地目転換は本邦の他地域には観察されないものであ
 る。
 最近の凶作期には,しばしぱ収穫皆無を繰返した地域においても,作付面積は減少を示さず,そ
 の生理的限界に接近して収量の著しく不安定な作物が大規模かつ安定して作付されている例も他に
 はない。
 かくのごとく,限界的性格をもつ北海道稲作は,研究対象として特に興味を喚起されるものであ
 って,その討究は地域農業研究の範囲を超えて,農業地理学の・若干の基本課題を解明する上で意義
 の大きいものである。
 地域性の形成は,経済発展の段階に応ずる性格をもち左がら,その具体的展開は常に自然条件と
 の対応によって実現されるものであって,地理学研究に特有の視点は,かかる対応関係の究明にあ
 るという立場から,自然条件自体の分析を重視することは,本編の全体を通じて筆者が特に留意し
 た点である。
 とりあげた課題は次の3つの部分からなっている。第1は,地域の形成に関するものであり,第
 2は.地域の構造に関するものであって,第3は,それらを統一して,地域性を把握しかつ稲作限
 界の位置に関する吟味を行ったものである。即ち,第2章むよび第3章は,地域形成の過程を明ら
 かにして,北海道にお・ける稲作地域形成の一般的基礎を吟味し,第4章にむいては,これをうけて
 地域的展開を具体的に観察して,自然条件との関係を系統的に把握することに努め,第5章では地
 域的展開の類型化を試みて稲作地域の区分に到達」第6章では反当収量・反当収益・販売農家率
 等の地域的分析をむこなって,構造的解明を沿こなうと共に地域区分を吟味し,かっこれまでの論
 述に基いて限界線の位置の性格を提出した。
 主要な研究成果は以下のごとくである。
 (1)北海道稲作発展の特異な性質に鑑み,まず稲作地域展開の全過程をとりあげて,その系統的把
 握を壽こなった。1900年以降の大規模造田期にむける稲作地域の形成過程の分析にあたっては,
 この期の大規模造田の根幹を担った土功組合の設立年次別分布をとらえて,接折の困難であった地
 域発展の具体的把握を試み,特にその内容的展開を隊明し得た。
 (2〕稲作展開と自然条件との対応に関しては,これまで試みられたことび)ない地形面と水田立地と
 の関係の全面的把握を目指し,展開の実態を様々な資料によつて詳密にとらえ,現地調査と空中
 写真判読によって地形面の性質を判断して,稲作展開の各時期に蔚ける自然条件との対応を実証
 的に叙述し,これを系統化して,造田期ごとに異る自然条件の意義を明らかにした。
 (3}気候的にはすでに安定立地の条件を満たされていた時期にむける石狩平野・上川盆地・富良野
 盆地など甲核地域について,これを概括的にいえば,1920年以前には,甲小河川からの水利によ
 り,水田立地は山麓線ぞいld:積地を主とレ1920～35年には1中積地に全面化し,谷底平野の奥
 深く,若干の洪積台地などへ進出した。これは,大河川からの長大な灌漑鶴と揚水貯水施設の達
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 成に負うものである。1935年以後は,低位泥炭地への進出が特徴であり,戦後は高位泥炭地開発
 力!重要となった。
 (4)限界地に於いては.造田期κ関する限り地形面による差違は格別認められないといってもよい
 が,限界地稲作(ハ急退潮にあっては,.地形而の差違が極めて顕著にあらわれた。同一一・町村の相接
 した地形面に給いても,その成因の差違により,存続・荒廃に分岐する事実が明瞭に把握さ」h.,
 土地利用に対する地形面のもつ安定度がとらえられた。
 尚,この研究にあたって.空中写真の色調により還元畑・荒廃水田などを・判別する方法を見出
 し得たことは有効であった・
 ⑥北海道にむける稲作の高距限界についても,これまでの知識にt極めて不完全であった。筆者は,
 最近の測図による5万分1地形図によ1り,高度別水田分布図を作製し,大地形とデ子侵蝕谷
 の性状・農業経営との関係奮吟味した。最も高い7k田は,上川の美瑛川支流辺別川一h流部の490
 卿であって、高距限界は背梁山脈の西側では南北に逓減している。
 (6)1920年以降の作付面積推移¢)分析により,発展過程を類型化して,地域的性格を把握し,発展
 過程による地域区分をおこなった。北部.一E川・網走・十勝の各町村にみられる急激な増加から反
 転して急激な減少にむかう型は極めて特徴的であって,他の地区には類似型がほとんどな<、安
 定した立地を示すものは,函館平野・北部空知'上川盆地などに限られる。
 (71農業技術が向上しつつあるにもかかわらず,昭和初期以降稲作北限界が後退を続けている事実
 と,限界地域にお・ける作付面積の減少傾向・中核地域むよび中間地域における明瞭な増大傾向と
 いう地域分化を詳細に検討した。ここで筆者は,農業技術¢)水準によって定まる水稲の生理的な
 栽培可能限界と営農的な実際限界とを区別し,農業地域の質的な特性の解明を試みて,両眼界線
 の距りは経営構造の性格と対応することを明らかにし,したがって稲作前線は農業技術の進歩に
 より前進するものではなく、むしろ農業経営の発展により後退するという機構を解明した。
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論文審査要旨
 岡本次郎提出の論文は"北海道稲作の地理学的研究“と題し,主論文は6章からなり北海道の稲
 作をその発展過程と現状から分析し,そこに認められる地域的な性格について論じたものである。
 北海道における稲作の立地についてはすでに多くσ)研究があり,それが明治初年の渡島半島部にむ
 ける栽培から出発してしだいに北方および東方に拡大し,1930年までに北は網走,宗谷,東は根室
 方面にまで及んだが,それ以後は縮少の傾向を示すことが明かにされている。岡本は従来資料不足
 のために詳細が不明であった時代むよび地域について,新しい資料むよび空中写真などの使用によ
 って多くの新しい事実を明かにした。
 第1章は研究の目的と方法,第2章は初期の稲作の発達について論じた部分でとくに新しい研究
 ではない。
 第3章は稲作地域の発展について論じたもので,とくに町村別統計がないために従来不明の点が
 多かった1920年までの時代について土功組合の記録に着目してこれを利用して発展の過程を統計的
 に明かにすることに成功した。この期間に稲作限界が外方に拡大したことは前から知られていたが,
 岡本は限界線の内部でも土壌,地形などの条件の悪い土地に向っての発展があったことを具体的に
 示して新しい知見を加えた。
 第4章は稲作と自然条件との関係について検討したもので,従来漠然と信じられていたことの多
 くについてこれを実証的に説明し,またはその誤りを訂正している。まず稲作の水平的な発展につ
 いてはこれまで主として気候との関係から説明されてきたが,農業技術の発展によって各時代にむ
 ける気候の制約が異なった現れ方をすることを具代的に示した。冷害などに現れる気候の年次変化
 が造田や作け面積に与える影響については,戦前と戦後とで大き左差があることを明かにし,自作農
 による戦後の経営が気候条件への抵抗力を増したことを指摘している。稲作と土壌,地形との関係
 については空中写真を利用して多くの実例を正確に把握した。石狩1上川などの中核地では造田は
 山麓の沖積地,河岸段丘から着手され沖積地全面に及んだが,限界地である網走,根室などでは造
 田は遅く始まって全面的に行なわれ,地形の影響は1930年以後の後退期に現れた。
 第5章.第6章は稲作地域の分析と題し,個々の地域に現れた特性を検討したものである。第5
 章では市町村別統計を利用して,作付面積の変化傾向に地域的な差があることを明かにした。すな
 わち全道的には作付面積は明治初年以後増加を続け1930年に極大に達し,それ以後は減少,最近や
 や増加という傾向を示している。これに反し稲作限界地域と南部の渡島半島とでは1920年代に急増
 し,1930年代に激減している。このような作付面積の変化傾向によって,稲作の安定型標準型そ
 の他を分類してこれを地図上に表現した。
 第6章では水稲の反収を通じてその地域的な差を明かにしている。一般に反収は中核部で高く外
 縁部で低いが,近年は限界地にも異常に高反収の地域ができている。これらの実状を自然条件との
 関係から説明することは従来も行なわれているが,岡本はさらに農業技術,各時代の政策との関係
 を考慮してこれを一層合理的に説明することに成功している。
 以上のように岡本次郎は北海道の稲作に関して新しい資料と調査方法とを使用して,従来知られ
 ていなかった多くの特性を明かにし,またたんに傾向としてのみ知られていた事項を正確に把握す
 ることに成功し,この問題について新しい知見を加えた。また研究成果を地図上に表現するに当っ
 ては外挿法によって地域的にまとめる独創的左方法を工夫して,各種の地域を明確に示している。
 その研究は北海道の地理学的な研究に大き左貢献をしたものであり,今後の開発計画などへの応用
 的な価値も高いものである。よって審査員一同は岡本次郎提出の論文は理学博士の学位論文として
 合格と認める。
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